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【開示の経過】暗号資産金融レンディング領域における株式会社ZUUとの協業開始 
のお知らせ 

 
 

当社は、株式会社ZUU（本社：東京都港区、代表取締役：冨田 和成、以下ZUU）と2025年4月14日に締結し
た資本業務提携契約（以下「本提携契約」といいます。）※１にもとづき検討を進めてまいりましたが、この度暗号
資産金融レンディング領域などにおいて具体的な協業を開始することとなりましたのでお知らせいたします。 

 
※１【ご参考（当社ホームページ）】 
・2025年年4月14付、当社IR「株式会社 ZUU との資本業務提携に関するお知らせ」 
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02822/a4f84d21/890c/4930/9a95/7fd70e4bed22/14012025041
4515155.pdf

 
記 

 
１．背景と目的 
　当社は、2025年8月14日に公表した中期経営計画において暗号資産金融事業を中核に位置づけ、暗号資産ト
レジャリー（自社による取得・保有による財務基盤強化と経済規模拡大）と暗号資産レンディング（市場から一定
金利をもって暗号資産を調達するデットファイナンスでの財務強化）の２つの戦略的資金調達を推進し、さらに、
保有する暗号資産を運用することによって、暗号資産の値上がりによる資産価値の上昇だけでなく、運用収益の
獲得も行います。 
　一方、ZUUは「機会格差を解消し、持続的に挑戦できる世界へ」をパーパスに掲げ、フィンテック・プラットフォー
ム事業及びフィンテック・トランザクション事業を中心に、個人・法人向けの資産形成に係るサービスを提供してい
ます。 
　当社とZUUは本提携契約にもとづき、両社の知見を持ち寄り暗号資産金融領域での協業を検討してまいりまし
たが、当社が提供する暗号資産レンディング事業において、ZUUが有する金融領域の販売ネットワークや顧客
基盤を活かすことで、相互の成長に資する連携が可能であるとの判断に至り、本提携の実現に至りました。 
 
２．協業の内容 
　本協業において、暗号資産レンディング事業の企画・運営・リスク管理・資産運用は当社が主体となって行いま
す。当社は2025年10月1日に公表した戦略的事業提携に関するプレスリリースに基づき、暗号資産レンディング
を中心とした金融プラットフォーム事業の拡張を推進しており、早期のサービスインに向け、調達資産の効率的
かつ安全な運用体制の構築を着実に進めています。 
　一方、ZUUはこれまでに培った個人・法人顧客へのリーチ力および販売ネットワークを活かし、当社が今後提
供する暗号資産レンディングサービスの販売支援・導入促進・啓発活動を担います。 
　さらに中長期的な展望として、ZUUが有する金融領域の各種ライセンスを活用し、Security Token（セキュリ
ティ・トークン）関連の新サービス開発や、ブロックチェーン技術を活用したデジタル証券・資産運用型の金融プ
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ラットフォームの提供も視野に入れています。これにより、従来の金融とWeb3技術を融合させた次世代の投資・
資金調達エコシステムを実現し、国内外の市場拡大に向けて新たな選択肢を提示することを目指します。 
　なお、本協業における事業内容については、適用される法令等の範囲内で、かつ、法令等に基づき必要とされ
る手続きがある場合には当該手続きが完了した上で実施します。 
　両社は今後も、「安全性・透明性・拡張性」を三本柱としたレンディングエコシステムを共創し、暗号資産を活用
した健全な金融市場の発展に貢献してまいります。 
 
３．両社マネジメントからのコメント 
■　イオレ代表取締役社長 瀧野 諭吾  
　「今回の協業は、暗号資産金融領域における当社の戦略を一段と加速させる重要なステップです。 
イオレは中期経営計画にも掲げている通り、暗号資産を保有から活用へ向け、新たな財務基盤の構築に取り組
むとともに、新たな金融プラットフォーム「Neo Crypt Bank構想」の実現を目指しております。ZUU社の強固な販
売ネットワークと金融リテラシー支援のノウハウを掛け合わせることで、当社が提供するレンディングサービスを
より多くの個人・法人へ安全かつ確実に届けることが可能になります。今後も“安全性・透明性・拡張性”を軸に、
暗号資産金融の社会実装を主導し、健全な市場形成に貢献してまいります。」 
 
■　ZUU代表取締役社長 冨田 和成 
　「イオレ社が推進する暗号資産の活用に向けた「Neo Crypt Bank構想」に賛同します。この取り組みは企業財
務のあり方や資産運用の選択肢を拡張する可能性を秘めています。 
暗号資産を取り巻く市場環境は急速に変化していますが、その本質はテクノロジーを通じた“金融の再構築”にあ
ります。私たちは、この革新的な取り組みをより多くの人々に届けるために、自社の販売ネットワークや金融教育
の知見を活かし、安心して利用できる環境づくりを支援してまいります。 
ZUUが掲げる“機会格差の解消”という理念のもと、暗号資産を含む多様な金融手段へのアクセスを広げ、挑戦
できる社会の実現を後押ししていきます。」 

 
 

以　　上 
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